
頭頸部がん治療と就労の
両立支援のためのシンポジウム
～患者の声の共有～
2025年3月1日（土）  13:00～15:55日時

プログラムプログラム

TKP大手町カンファレンスセンター22階
（ハイブリッド開催  会場50名・オンライン150名）

場所

どなたでも参加できます
一般の方（患者さん他）、医療従事者、企業の方

対象

参加費無料
オンライン参加OK

開　会 総合司会  隅田 由香  東京科学大学 特命教授、日本医科歯科大学生命歯学部歯科補綴学第一講座 教授
 開会挨拶  田村 光平  東京都保健医療局医療政策部 医療連携・歯科担当課長
第一部  行政の取組  田村 光平
第二部  大学研究者より、研究成果報告  隅田 由香
第三部  医療者の取組
 宮田 優子  東京科学大学病院 緩和ケアセンター がん看護専門看護師
 長谷川 尚子  東京都立駒込病院 患者・地域サポートセンター 認定がん専門相談員
 諸井 夏子  国立がん研究センター中央病院 がん相談支援センター  がん相談専門職 認定がん専門相談員 （社会福祉士）
第四部  患者の声の共有
 宮嶋 裕子  エッセイスト 講演家
 岡本 美砂  特定非営利活動法人 頭頸部がん患者友の会 理事長
 福智 木蘭（ムーラン）  頭頸部がん患者と家族の会Nicotto 会長
第五部  パネルディスカッション 「頭頸部がん患者との対話」
 〈司会〉 去川 俊二  埼玉医科大学国際医療センター 形成外科 診療部長
 今橋 久美子  国立障害者リハビリテーションセンター研究所 障害福祉研究部・室長
 西脇 恵子  頭頸部がん患者友の会 会長
 星 和人  東京大学大学院医学系研究科 外科学専攻 感覚・運動機能医学講座 口腔顎顔面外科学 教授
 第一部から第三部の登壇者

後　援

お申込み
方法

主　催

【お問い合わせ】 メディカルクオール㈱　  【メール】 toiawase0301@m-qol.co.jp　  【電話】 03-6369-8715 （月曜～金曜/9時～17時）

頭頸部がんは、腫瘍の位置的特異性により「見る」「聞く」「話す」「食べる」ことの難しさや、
見かけの変化が生じることがあります。そのため、社会生活との両立にあたっては、
それらの機能の維持や外見にも配慮しながら、適切な治療や支援を行う必要があります。
東京都では、令和5年度より、東京科学大学（旧東京医科歯科大学）と連携し、
頭頸部がん患者の治療と就労の両立を多角的に支援するための事業を実施しています。
本シンポジウムでは、がん治療と就労の両立を目指す患者が抱える問題点を共有し、
医療者、企業、行政に何ができるのか、その可能性を考えます。
※頭頸部とは、顔面から頸部（首）までの部分（脳は除く）を指します。

申込フォームより必要事項を記入の上、お申し込みください。 こちらからもアクセス可能です
会場定員50名さま （申込順にて締め切ります）

申込
期限
申込
期限 2/22（土）17時まで2/22（土）17時まで

https://forms.gle/Dm5T8zBqXkujNZDy5



頭頸部がん治療と就労の両立支援のためのシンポジウム
プログラムプログラム

東京メトロ千代田線「大手町駅」 C1出口 直結
東京メトロ半蔵門線「大手町駅」 C1出口 直結
東京メトロ東西線「大手町駅」 C1出口 直結
都営三田線「大手町駅」 C1出口 直結
東京メトロ丸の内線「大手町駅」 A1出口 徒歩1分

【会場】
TKP東京駅大手町カンファレンスセンター
東京都千代田区大手町1-8-1 KDDI大手町ビル22階
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開　会 総合司会 隅田 由香  東京科学大学 特命教授、日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第一講座 教授
 開会挨拶 田村 光平  東京都保健医療局医療政策部 医療連携・歯科担当課長
第一部 行政の取組
 『東京都の取組について』  田村 光平
第二部 大学研究者より、研究成果報告
 『アンケートから見えてきた就労と治療の両立支援に必要なもの
   ー補綴医の立場からー』
 隅田 由香
第三部 医療者の取組
 『下咽頭がんに対する化学放射線療法を受けた患者さんの就労両立
   ～入退院を繰り返しながらもテレワークを活用して仕事の継続ができた一例～』
 宮田 優子 東京科学大学病院 緩和ケアセンター がん看護専門看護師
 『がん相談支援センターにおける就労支援の具体例』
 長谷川 尚子 東京都立駒込病院 患者・地域サポートセンター 認定がん専門相談員
 『頭頸部がん患者さんの就労  相談を通じて見つけた工夫』
 諸井 夏子 国立がん研究センター中央病院 がん相談支援センター
   がん相談専門職 認定がん専門相談員 （社会福祉士）

休　憩
第四部 患者の声の共有
 『折角、顎癌になったのだから』
 宮嶋 裕子  エッセイスト 講演家
 『頭頸部がんになってもその人らしい人生を歩めるように』
 岡本 美砂  特定非営利活動法人 頭頸部がん患者友の会 理事長
 『届けます！働く頭頸部がん患者の声』
 福智 木蘭（ムーラン） 頭頸部がん患者と家族の会Nicotto 会長
休　憩
第五部 パネルディスカッション 「頭頸部がん患者との対話」
 〈司会〉 去川 俊二 埼玉医科大学国際医療センター 形成外科 診療部長
 今橋 久美子 国立障害者リハビリテーションセンター研究所 障害福祉研究部・室長
 西脇 恵子 頭頸部がん患者友の会 会長
 星 和人 東京大学大学院医学系研究科 外科学専攻 感覚・運動機能医学講座 口腔顎顔面外科学 教授
 第一部から第三部の登壇者
閉　会

大学からの提案で
構築された事業です
提案制度の詳細はこちら


